
２　各学年
重点目標 具体的目標 具体的方策

元気な挨拶を行うなどを通して、活気のある学校生活を送らせ
る。

きまりと時間を守ることの意義をふまえさせ、規律正しい高校生
活を送らせる。

授業の大切さを指導し、出席率99％以上をめざす。

自宅学習平日４時間以上の習慣を定着させる。

定期考査及び学習到達度確認問題（小テスト）等の結果を踏まえ
た授業改善を図り、生徒が満足する授業を行う。

学習到達度確認問題（小テスト）により基礎･基本の定着を図
る。

進研模試において、
①３教科の平均偏差値63以上をめざす。
②偏差値58以上の生徒が80名以上をめざす。

目標達成のために解決
すべき課題を意識さ
せ、計画を立て実行す
る能力を育てる。

探究の時間等を有効活用し、自己を見つめ、自己を確立する教育
やキャリア教育を年間を通じて計画的に実施する。

生徒理解を深めるとと
もに、保護者との連携
を図る。

個別面談を実施する。
保護者との連携のため、２回の三者面談を実施する。
新入生保護者歓迎会・地区ＰＴＡ・学年ＰＴＡ・各種懇親会に参
加する。

元気な挨拶を行うなどを通して、活気のある学校生活を送らせ
る。

きまりと時間を守ることの意義をふまえさせ、規律正しい高校
生活を送らせる。

授業の大切さを指導し、出席率99％以上をめざす。

自宅学習平日４時間以上の習慣を徹底させる。

定期考査及び学習到達度確認問題（小テスト）等の結果を踏ま
えた授業改善を図り、生徒が満足する授業を行う。

学習到達度確認問題（小テスト）により基礎･基本の定着を図る
とともに、発展的な内容についても理解させる。

進研模試において、
①平均偏差値63以上をめざす。
②偏差値58以上の生徒が90人以上になることをめざす。

自己の高校卒業後の
進路を意識させ、意
義ある高校生活を送
る動機付けとする。

進路研究(学問研究･大学研究等)を含む進路学習を年間にわたっ
て系統的に行う。

生徒理解を深めると
ともに、情報共有を
通して保護者との連
携を図る。

個別面談を年５回、三者面談を適切なねらいのもとで実施す
る。

授業第一主義によ
り、生徒の学力を向
上を図る。

授業第一主義によ
り、生徒の学力を向
上を図る。

１
学
年

２
学
年

①自分を知
り、自分や自
分を含めた組
織の良い所を
最大限に引き
出すことがで
きる人を目指
す。
②他人の立場
になって考
え、他人の気
持ちを慮るこ
とができる人
を目指す。
③自ら問題解
決策を考え、
壁にぶつかっ
ても再び挑戦
し、目標を達
成できる人を
目指す。

自分を飾らず誠実な高
校生を育てる。自分の
意思をしっかり持ち、
やるべきことをやり抜
く強い意志を育てる。

学年目標であ
る①自主・自
立（自律）②
共生・協働③
不撓・不屈を
実践し、中心
学年としての
自覚をもち、
誠実に行動で
きる高校生を
育てる。
（２学年）

授業や学校・学年行事を通じ
てコミュニケーション能力を
身につけるとともに、他者と
協力しながら工夫を重ね、世
界や地域の課題を解決できる
人間を育てる。



重点目標 具体的目標 具体的方策

生徒のやる気を喚起し、学力向上に資する授業を実践する。

授業重視の態度を育て、出席率99 ％以上、年間皆勤者30名以上
を目指す。

学習到達度確認問題（小テスト）により基礎･基本の定着を図る
とともに、発展的な内容についても理解させる。

登校学習会、休日講習会、模擬試験、自習会などを実施し、基
礎力･応用力を養成する。

大学進学率90％以上を達成する。

生徒理解を深めると
ともに、学年全体で
情報を共有し、保護
者との連携を図る。

個別面談を３回、三者面談を２回、適切なねらいのもとで実施
する。

生徒理解を深め、生
徒の進路選択の手助
けをする。

個別面談及び進路に関する検討会を、明確なねらいのもとで実
施し、生徒の進路選択の手助けをする。

学力を向上させ、難
関大を含む国公立大
学等への進路希望を
達成させる。

①自己のあり
方、生き方を
決定できる主
体的な人間を
育てる。
②課題解決の
ために協働
し、多様な他
者と共生する
人間を育て
る。
③自ら学び続
け、その知
識・情報を活
用できる人間
を育てる。

３
学
年


